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京
都
大
学
構
内
に
お
け
る
暴
力
追
放
の
対
策
は
緊
急
を
要
す
る
と
考
え
る
。
従
つ
て
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問

す
る
。 

京
都
大
学
構
内
に
お
け
る
暴
力
学
生
に
よ
る
大
学
施
設
の
不
法
占
拠
場
所
は
、
理
学
部
無
所
属
系
学
生
控
室
外

十
箇
所
、
昭
和
五
十
二
年
五
月
二
十
四
日
以
後
二
十
一
件
の
授
業
破
壊
が
行
わ
れ
、
昭
和
五
十
二
年
五
月
十
一
日

以
後
十
七
件
の
大
学
施
設
、
器
物
の
破
壊
が
行
わ
れ
、
昭
和
五
十
二
年
三
月
十
九
日
以
後
四
十
九
件
の
教
官
及
び

学
生
に
対
す
る
テ
ロ
・
暴
行
が
行
わ
れ
て
い
る
。 

京
都
大
学
の
自
治
・
学
問
の
自
由
が
暴
力
に
よ
つ
て
踏
み
に
じ
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
し
、
少
数
の
暴
力
学
生

に
よ
つ
て
一
万
人
程
の
京
都
大
学
の
学
生
、
教
官
及
び
関
係
者
は
、
暴
力
に
お
び
え
て
い
る
状
態
で
あ
る
。 

一 

政
府
は
京
都
大
学
内
で
の
暴
力
事
件
の
摘
発
の
た
め
に
ど
の
よ
う
な
方
策
を
講
じ
て
い
る
か
。 
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四 

京
都
大
学
教
官
が
暴
力
学
生
か
ら
暴
行
や
授
業
妨
害
を
受
け
て
も
、
全
く
被
害
届
を
出
さ
な
い
し
、
ま
た
、

警
察
の
捜
査
に
も
協
力
を
し
な
い
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
被
害
届
や
捜
査
に
対
す
る
協
力
の
実
情
は
ど
う
か
。 

五 

四
に
お
い
て
、
被
害
届
を
出
さ
な
か
つ
た
り
、
捜
査
に
協
力
を
し
な
い
の
は
ど
う
い
う
理
由
な
の
か
。 

三 

二
の
場
合
に
お
い
て
政
府
と
し
て
、
京
都
大
学
管
理
者
を
し
て
不
法
占
拠
場
所
か
ら
の
退
去
命
令
を
出
さ
せ

る
方
法
は
な
い
の
か
。 

六 

被
害
届
を
出
し
た
り
、
捜
査
に
協
力
を
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
被
害
者
に
更
に
報
復
が
加
え
ら
れ
る
恐
れ
が

あ
る
等
の
理
由
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
恐
れ
を
除
去
す
る
方
法
は
、
政
府
、
大
学
管
理
者
に
は
な
い
か
。 

七 

被
害
届
を
出
さ
な
か
つ
た
り
、
捜
査
に
協
力
を
し
な
い
こ
と
に
よ
つ
て
暴
力
学
生
を
野
放
し
に
し
て
お
く
こ

と
は
、
善
良
な
学
生
、
研
究
者
に
対
し
著
し
く
迷
惑
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
る
。
被
害
届
を
出
さ
ず
、
捜
査
に
協

力
を
し
な
い
公
務
員
は
、
公
務
員
と
し
て
必
要
な
勇
気
、
正
義
感
、
順
法
精
神
が
欠
け
る
こ
と
に
な
る
の
で
は 

二 
京
都
大
学
管
理
者
が
、
不
法
占
拠
場
所
か
ら
の
退
去
命
令
を
出
さ
な
い
の
は
な
ぜ
か
。 

四 

 



 

九 

昭
和
五
十
二
年
一
月
以
後
京
都
大
学
の
施
設
、
器
具
が
暴
力
学
生
に
よ
つ
て
不
法
占
拠
さ
れ
、
又
は
破
壊
さ

れ
た
こ
と
に
よ
る
損
害
額
は
い
く
ら
か
。 

八 

昭
和
五
十
二
年
一
月
以
後
京
都
大
学
に
お
け
る
授
業
、
会
議
が
、
暴
力
学
生
を
恐
れ
て
学
外
で
開
か
れ
た
も

の
の
件
数
及
び
中
止
さ
れ
た
件
数 

十
一 

十
に
お
い
て
京
都
大
学
構
内
で
、
大
学
管
理
責
任
を
十
分
に
果
た
し
て
い
な
い
こ
と
に
よ
つ
て
善
良
な
者

が
危
害
を
受
け
た
り
、
授
業
や
研
究
を
妨
げ
ら
れ
た
こ
と
に
よ
る
政
府
及
び
大
学
管
理
者
の
法
的
責
任
は
ど
う

な
る
の
か
。 

十 

京
都
大
学
学
内
に
お
け
る
暴
力
追
放
の
運
動
を
す
る
学
生
等
が
暴
力
学
生
に
よ
つ
て
危
害
を
加
え
ら
れ
た
と

き
は
、
政
府
な
り
大
学
が
営
造
物
の
管
理
責
任
を
十
分
に
果
た
し
て
い
な
か
つ
た
こ
と
も
大
き
な
原
因
な
の 

で
、
国
が
責
任
を
負
担
す
べ
き
で
あ
る
と
思
う
が
い
か
が
か
。 

な
い
か
。
公
務
員
と
し
て
の
自
覚
を
促
さ
せ
る
方
法
は
な
い
か
。 

五 

 



 

 

六 
十
二 
い
つ
に
な
れ
ば
、
京
都
大
学
構
内
で
暴
力
に
お
び
え
ず
安
心
し
て
授
業
、
研
究
を
行
う
こ
と
が
で
き
る 

 

か
。 

右
質
問
す
る
。 


